
 

田村市指定有形文化財及び史跡 

         制札
せいさつ

及
およ

び芦沢
あしざわ

花立
はなだて

制札場
せいさつば

跡
あと

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦沢花立制札場は、明治３（１８７０）年に廃止されるまで、旧三春藩全体

で９３ヶ所設置された制札場のうちのひとつで、岩城街道と川俣道が交差する

要所にありました。 

明治２（１８６９）年銘の制札は、縦３２ｃｍ、横６０ｃｍ、厚さ３ｃｍの

杉材で、江戸から明治に移る時代の転換期にあって、「三陸磐城 巡察使」の名

で、人々の暮らしのあり方を周知したものです（写真左。制札文面は下記）。 

  ＊現在、地元の保存会により復元されたものが建てられています（写真右。 

なお掲げてある制札は複製）。 
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